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研究成果の概要（和文）：自我漏洩感の心理教育法の開発にむけて，その中心的な特徴である加

害感と関係づけ的思考について，検討を行なった。Social Anxiety-Discomfort to Others Scale 

(SA-DOS)の日本語版と Referential Thinking Scale (REF)の日本語版を作成した。日本語版 SA

－DOS は，α係数と再検査信頼性の係数から，信頼性の高さが確認された。また，他の社会不

安関連の尺度と有意な正の相関が見られたため，妥当性が確認された。日本語版 REF に関して

も，α係数と再検査信頼性の係数から，十分な信頼性が確認された。また，Schizotypy に関連

する尺度と有意な正の相関がみられたため，妥当性が確認された。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to investigate the feeling 
of offending others and referential thinking, which would be the central feature of 
egorrhea symptoms, toward the development of a psycho-educational program for egorrhea 
symptoms. The Japanese version of the Social Anxiety-Discomfort to Others Scale (SA-DOS) 
and the Referential Thinking Scale (REF) was developed. As the SA-DOS, alpha coefficients 
and test-retest correlation showed the sufficient reliability, and the association with 
the scales assessing social anxiety construct showed the sufficient validity. As the REF, 
alpha coefficients and test-retest correlation showed the sufficient reliability, and 
the association with the scales assessing schizotypy showed the sufficient validity. 
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１．研究開始当初の背景 
研究の学術的背景 

自我漏洩感とは，「感情や思考などの内面
的情報が意図しないのに他者に伝わってし
まう」と感じる心理的症状である。認知行動

療法（Cognitive-Behavioral Therapy: 以下
CBT）の理論に基づいた研究としては，アセ
スメント技法の開発，自我漏洩感の苦痛の発
生に関する認知論的研究，自我漏洩感の苦痛
の維持要因を探る行動論的研究がおこなわ



れている。 
アセスメント技法の開発について，佐々

木・丹野（2004）は，因子分析を用いて自我
漏洩感が生じる状況を体系的に分類し，信頼
性・妥当性の高い自我漏洩感状況尺度（全 40
項目・５下位尺度）を開発している。大学生
を対象にこの尺度を回答させたところ，4 つ
の下位尺度で体験率が 60％を越えており，重
篤な症状とされてきた自我漏洩感は，大学生
にもみられることが明らかになった。 

自我漏洩感の苦痛発生メカニズムについ
て，認知モデルの観点から，自我漏洩感は誰
にもある程度生じるものであり，何らかの心
理的要因によって苦痛が生じていることが
示唆された。佐々木・丹野（2005b）は，「他
者にいやな感じを与えている」と信じている
人が，自我漏洩感をネガティブに解釈してし
まい，その結果苦痛を抱くことが明らかなっ
た。  

自我漏洩感の苦痛の持続メカニズムにつ
いて，佐々木（2005）は自我漏洩感が生じた
際の対処行動に着目し，気晴らしの対処行動
を用いる人の苦痛度が持続しにくく，逆に，
なぜ他者に自分の気持ちが伝わったのかを
原因追及する対処行動を用いる人は苦痛度
が持続しやすいことが明らかになった。 

このような研究から，自我漏洩感に対する
心理療法として何を行うのか，いわゆる治療
ターゲットがある程度定まってきたと考え
られる。CBT はセルフヘルプを志向する心理
療法である（伊藤, 2005）。そのため，まず
患者が自らの問題を自覚する必要があり，心
理的問題と改善方法についての心理教育を
はじめに行って動機づける場合が多い。しか
し，自我漏洩感を感じること自体に強い抵抗
感と自我違和感が伴う（佐々木・丹野, 2005）
ため，自我漏洩感についての心理教育にも細
心の注意をはかる必要があろう。 
 
２．研究の目的 

本研究は，自我漏洩感の心理教育プログラ
ムを開発することを目的とする。自我漏洩感
の心理教育プログラムを作成する際に，自我
漏洩感の中心的な特徴に焦点を当てること
が欠かせない。その一端として，自我漏洩感
体験の中で中心的な要素である関係づけ的
思考と加害感についての知見を蓄積させた
い。その知見をもとに，自我漏洩感を持つ人
によりフィットするプログラムの開発につ
なげたい。 
 
３．研究の方法 

平成 21 年度は，自我漏洩感の中心的な特
徴の一つである，加害感（人に不快感を与え
ていると感じる）を取り上げた。大学生 310
名に対し集団式の質問紙調査を行った。日本
語版 SA-DOS（Rector, Kocovski, & Ryder, 

2006)という尺度について５件法で回答を求
めた。その他，Social Phobia Scale , Social 
Interaction Anxiety Scale (SPS/SIAS: 
Mattick & Clarke, 1998)，Fear of Negative 
Evaluation Scale (FNE： Watson & Friend, 
1969 ）， Liebowitz Social Anxiety Scale 
(L-SAS: Liebowitz, 1987), Zung 
Self-rating Depression Scale (SDS: Zung, 
1965) ， State-Trait Anxiety 
Inventory-State (STAI-S: Spielberger, 
Gorsuch, & Lushene, 1970)，Taijin-kyofusho 
Scale (TKS: Kleinknecht et al., 1997)に
も回答を求めた。SA-DOS,SPS, SIAS,TKS,LSAS
を実施した６週間後に，SA-DOS, STAI, SDS
に回答を求めた。また，他の群で，SA-DOS, SPS, 
SIAS, TKS,FNE を実施した。 
平成 22 年度は，自我漏洩感の中心的な特

徴として関連づけ的思考（referential 
thinking）を取り上げた。一回目の調査にお
いて，200 名程度の大学生に対し集団式質問
紙調査を実施した。Referential Thinking 
Scale (REF)日本語版（Lenzenweger, Bennett, 
& Lilenfeld, 1997)を２件法で回答を求めた。
次に，その４週間後の２回目の調査において，
REF 日 本 語 版 ， 日 本 語 版 Schizotypal 
Personality Questionnaire（SPQ）（飯島・
佐々木・坂東・浅井・毛利・丹野，2010）か
ら「関係念慮」，「感情の抑制」，「奇異な行動・
外見」，自意識尺度（菅原，1984），自己関係
づけ尺度（金子，2000）に回答を求めた。 
 
４．研究成果 
日本語版 SA－DOS は，α係数と再検査信頼

性の係数から，信頼性の高さが確認された。
また，他の社会不安関連の尺度と有意な正の
相関が見られたため，妥当性が確認された。
加害感の測定に特化した測定尺度が完成し
たと考えられる。本研究は， Canadian 
Psychological Association (CPA)と日本パ
ーソナリティ心理学会で発表を行い，現在学
術雑誌に投稿中である。 
また，日本語版 REF に関しても，α係数と

再検査信頼性の係数から，十分な信頼性が確
認された。また，SPQ，自己関係づけ尺度な
どとの相関から，妥当性が確認された。また，
アメリカによる referential thining に関す
る調査（Renzenweger et al., 1997）と比較
して REF 尺度得点が有意に高かったものの，
わずかな差であった。 
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